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❂

は
じ
め
に
…

　
１
９
１
２
（
大
正
元
）
年
７
月
30
日
の
深
夜

０
時
43
分
、
明
治
天
皇
崩
御
に
伴
い
、
新
た
な

元
号
〝
大
正
〟
が
始
ま
っ
た
。

　
日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
の
立
場
を
獲
得
し
、

列
強
各
国
と
肩
を
並
べ
る
に
至
っ
た
怒
涛
の
明

治
時
代
。
そ
の
近
代
化
の
波
を
受
け
継
ぐ
大
正

時
代
は
、
現
代
社
会
の
礎
を
築
く
上
で
最
も
重

要
な
時
代
と
言
え
よ
う
。

　
新
た
な
情
報
伝
達
の
方
法
と
し
て
ラ
ジ
オ
が

登
場
し
、
今
ま
で
貴
族
中
心
で
行
わ
れ
て
き
た

選
挙
制
度
に
民
間
人
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
民
衆
の
力
が
強
ま
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
の
在
り
方
も
見
直

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
の
労
働
組
合
の
基
盤

が
出
来
上
が
っ
た
の
も
大
正
時
代
だ
。

　
さ
ら
に
、
職
業
婦
人
と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち

が
社
会
に
進
出
し
、
バ
ス
ガ
イ
ド
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ガ
ー
ル
な
ど
、
女
性
特
有
の
職
業
が
生
ま

れ
た
の
も
こ
の
時
代
の
特
徴
の
一
つ
だ
。

　
他
の
時
代
と
比
較
す
る
と
僅
か
15
年
し
か
な

か
っ
た
大
正
時
代
に
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た

ち
の
生
活
環
境
に
通
ず
る
事
柄
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
ま
た
、昨
今
ブ
ー
ム
の
『
鬼
滅
の
刃
』（
吾

峠
呼
世
晴
／
著
、集
英
社
、ジ
ャ
ン
プ・コ
ミ
ッ

ク
ス
）
で
は
、
作
品
の
時
代
背
景
と
し
て
も
描

か
れ
て
い
る
。
方
々
で
注
目
を
集
め
る
こ
の
時

代
を
振
り
返
る
に
あ
た
り
、
図
書
館
資
料
を
通

し
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
こ
の
時
代
を
検
証
し

て
い
こ
う
と
思
う
。

　
元
号
〝
大
正
〟
は
、
中
国
儒
教
の
経
典
『
易

経
』
に
由
来
し
、「
民
衆
の
言
葉
を
受
け
入
れ
、

正
し
い
ま
つ
り
ご
と
が
行
わ
れ
る
」
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
元
号
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
以
前
『
シ
イ
ビ

ブ
リ
ア
v
o
l
.

37
』（
２
０
１
９
年
５
月
31

日
発
行
）
で
も
特
集
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
そ

ち
ら
も
お
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
に
起
き
た
日
露
戦

争
で
勝
利
し
た
日
本
は
、
朝
鮮
半
島
、
樺
太
の

南
半
分
の
利
権
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
賠
償
金
を
得
る

こ
と
は
で
き
ず
、
や
む
な
く
国
民
へ
重
税
を
強

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
大
正
時
代
ま
で
続

い
た
。
当
時
の
政
権
は
、
伊い

と
う
ひ
ろ
ぶ
み

藤
博
文
の
後
継

で
あ
る
西さ

い
お
ん
じ

園
寺
公き

ん
も
ち望

と
陸
軍
に
所
属
し
て
い

た
桂か

つ
ら
た
ろ
う

太
郎
が
交
互
に
総
理
大
臣
を
務
め
て
お

り
〝
桂け

い
え
ん
じ
だ
い

園
時
代
〟
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の

二
人
に
よ
る
軍
閥
寄
り
か
つ
独
占
的
な
政
権
に
、

民
衆
は
不
満
を
募
ら
せ
、
憲
政
擁
護
運
動
を
引

き
起
こ
す
。
そ
し
て
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年

２
月
10
日
、
怒
り
を
爆
発
さ
せ
た
国
民
が
議
会

を
包
囲
す
る
ま
で
に
至
り
、
そ
の
数
は
優
に
数

万
人
を
超
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
騒
動
に

よ
り
、
翌
２
月
11
日
、
桂
内
閣
は
総
辞
職
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
出
来
事
は
後

に
〝
大
正
政
変
〟
と
呼
ば
れ
、
民
衆
の
力
が
政

権
を
覆
し
た
と
い
う
歴
史
的
に
重
要
な
最
初
の

事
例
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
政
治
の
根
幹

が
見
直
さ
れ
、
現
代
に
も
つ
な
が
る
政
党
政
治

の
基
礎
が
生
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
民
主
主
義
の

発
展
に
よ
る
自
由
主
義
的
な
風
潮
が
萌
芽
す
る

き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。



暮
ら
し
・
文
化
か
ら
見
る
大
正
時
代

ンドウを自由に眺めながら気軽に買い物気分を味わえる " ウイン
ドーショッピング " が盛んに行われた。これを契機に、デパートの
大衆化はよりいっそう進んだとされている。

　当時のデパートは土足厳禁
で、スリッパに履き替えるか
靴にカバーをかけて入店する
のが常識だった。しかし1923

（大正12) 年、白木屋神戸店が
土足による入店を実施したこ
とで、大衆がデパートへ足を
運びやすくなり、ショーウィ

▶ 

白
木
屋
呉
服
店  

陳
列
棚

▲明治末期の浅草六区

休日には多くの民衆が集い、東京
の観光名所としても名を馳せた。

　ここで言う " 女学生 " とは、12 ～ 1７歳の少女を対
象とした高等女学校生のことを指す。
　女学校は、一般教養から始まり、花嫁修業も兼ね
た授業を学ぶ場であったが、その内容をひも解くと
「え…そんなことまで…？」というようなことも多々
見受けられる。　
　例えば、「家に泥棒が押し入った際の対処法」や「い
い卵の見分け方は、眼球が生き生きとして肛門がよ
くひきしまった鶏が産んだものがよい」などがある。
　卵の選び方に関しては、もはや生きのいい鶏の選
び方である。

大
正
が
生
ん
だ
”新

し
い
女”

像

　戦争で外国製品の輸入が途絶えたこと
で、日本国内では重化学工業の需要が急
速に高まった。それに伴い、日本各地で
創業ブームが起こり、現代にも受け継が
れる数多の技術が誕生した。
　マヨネーズの金字塔 " キユーピー株式
会社 " や、長く国民に愛されているお菓
子・グリコの " 江崎グリコ株式会社 " は
有名だろう。
　さらに、現代の電機メーカーを代表す
る " シャープ株式会社 " やカメラブラン
ドの "株式会社ニコン "、数多くの映画や
ドラマを発信する " 日活株式会社 " も大
正時代に生まれた。

大
た い し ょ う じ だ い

正時代の創
そ う ぎ ょ う

業ラッシュ‼

潜
せ ん に ゅ う

入‼突
と つ げ き

撃・百
ひ ゃ っ か て ん

貨店‼衝
し ょ う げ き

撃‼女
じ ょ が く せ い

学生の実
じ っ た い

態‼
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・
キ
ネ
マ
（
映
画
）

　
当
時
は
〝
活
動
写
真
〟
と
呼
ば
れ
、
初
め
て

日
本
で
上
映
さ
れ
た
の
は
１
８
９
６
（
明
治

29
）
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
東
京
・
浅
草
六

区
を
中
心
に
栄
え
、
当
初
は
、
動
く
写
真
に
字

幕
と
活
動
弁
士
に
よ
る
場
面
の
状
況
説
明
が
加

え
ら
れ
た
無
声
映
画
が
主
流
だ
っ
た
。

・
オ
ペ
ラ

　

１
９
１
２
（
大
正
元
）
年
、
イ
タ
リ
ア
人

の
演
劇
家
ロ
ー
シ
ー
が
帝
国
劇
場
に
招
か
れ

た
。
彼
の
門
下
生
が
中
心
と
な
り
〝
浅
草
オ

ペ
ラ
〟
が
形
成
さ
れ
、『
ア
イ
ー
ダ
』
な
ど
の

名
作
が
上
演
さ
れ
た
。
田た

や谷
力り

き
ぞ
う三
を
は
じ
め
、

高た
か
ぎ
と
く
こ

木
徳
子
な
ど
多
く
の
ス
タ
ー
が
誕
生
し
、〝
ペ

ラ
ゴ
ロ
〟（
※
オ
ペ
ラ+

ゴ
ロ
ツ
キ
の
略
）
と

呼
ば
れ
る
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
も
生
ま
れ
た
。

　
大
正
時
代
は
、
女
性
の
躍
進
が
著
し
い
時
代

だ
。
こ
れ
ま
で
の
女
性
像
は
、
男
性
の
一
歩
後

ろ
に
控
え
る
…
い
わ
ゆ
る
良
妻
賢
母
が
主
流
で

あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
も
女
性
教
育
の

基
本
理
念
と
し
て
根
付
い
て
い
た
。
し
か
し
、

大
正
期
を
境
に
自
立
す
る
女
性
が
増
え
始
め
た

の
も
事
実
だ
。

　
代
表
的
な
の
は
、
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年

に
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
青せ

い
と
う鞜

』
の
「
元
始
、
女

性
は
太
陽
で
あ
っ
た
」
の
一
文
で
も
知
ら
れ
る

平
塚
ら
い
て
う
だ
。
本
名
・
平ひ

ら
つ
か
は
る

塚
明
は
、
文
芸

と
婦
人
運
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
こ
れ
ま

で
の
女
性
の
在
り
方
に
風
穴
を
開
け
た
人
物
で

も
あ
っ
た
。
当
初
、『
青
鞜
』
は
婦
人
向
け
の

文
芸
誌
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
徐
々
に
婦
人

問
題
や
女
性
の
言
論
と
思
想
の
自
由
を
主
張
す

る
内
容
へ
と
移
行
し
、
さ
ら
に
そ
の
活
動
は
婦

人
解
放
運
動
に
ま
で
発
展
す
る
。か
く
し
て〝
新

し
い
女
〟
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
、
当
時
の
流

行
語
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。

▼
職
業
婦
人
の
台
頭

　
元
祖
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
と
呼
べ
る
職
業
婦

人
は
、
大
正
時
代
に
お
お
い
に
活
躍
し
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
企
業
側
が
安
価
で
雇
え
る
労
働

力
を
求
め
た
こ
と
や
、
戦
後
の
不
況
に
よ
り
女

性
が
働
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
女
性
の
自
立
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　
職
業
婦
人
と
は
、『
日
本
労
働
年
鑑
』（
大
正

10
年
刊
行
）
に
お
い
て
「
多
少
の
事
務
又
は
技

術
的
能
力
を
有
す
る
、
被
傭
者
お
よ
び
営
業
者

と
し
て
独
特
の
地
位
を
有
す
る
女
子
」
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

仕
事
に
あ
た
る
、
事
務
員
や
店
員
、
医
療
な
ど

の
専
門
職
、
女
給
な
ど
が
該
当
し
、
肉
体
労
働

系
の
職
業
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
が
特
徴
だ
。

男
性
と
比
較
す
る
と
低
賃
金
で
簡
単
な
仕
事
し

か
任
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
当
時

の
雑
誌
や
新
聞
で
特
集
さ
れ
る
な
ど
、
職
業
婦

人
の
存
在
は
新
時
代
の
象
徴
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
っ
た
。

▼
モ
ガ
＆
モ
ボ

　
大
正
末
期
に
登
場
し
た
モ
ダ
ン・ガ
ー
ル（
通

称
：
モ
ガ
）
と
モ
ダ
ン
・
ボ
ー
イ
（
通
称
：
モ

ボ
）
の
存
在
は
、
大
正
ロ
マ
ン
を
語
る
上
で
欠

か
せ
な
い
。

　
断
髪
に
洋
服
を
着
こ
な
し
、
キ
リ
ッ
と
描
い

た
眉
に
つ
け
ぼ
く
ろ
、
爪
に
施
さ
れ
た
マ
ニ

キ
ュ
ア
、時
代
の
最
先
端
を
行
く
モ
ダ
ン・ガ
ー

ル
。
山
高
帽
子
に
ロ
イ
ド
眼
鏡
、
セ
ー
ラ
ー
パ

ン
ツ
に
ス
テ
ッ
キ
を
翻
す
モ
ダ
ン
・
ボ
ー
イ
を

連
れ
、
銀
座
を
颯
爽
と
歩
く
彼
女
た
ち
は
、
ま

さ
に
〝
新
し
い
女
〟
の
代
表
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
当
時
は
ま
だ
女
性
に
対
す
る
良
妻

賢
母
の
風
潮
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
た
め
、
彼

女
た
ち
に
向
け
ら
れ
る
視
線
は
決
し
て
歓
迎
す

る
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

今
で
こ
そ
女
性
が
活
躍
す
る
時
代
に
な
っ
て
い

る
が
、
当
時
の
日
本
で
は
憧
れ
と
同
時
に
嘲
笑

の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

　
　
　
　
　
　
❖
　
❖
　
❖

　
大
正
時
代
を
振
り
返
る
と
、
現
代
と
の
共
通

点
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、

当
時
と
比
較
す
る
と
は
る
か
に
多
く
の
選
択
肢

が
私
た
ち
に
は
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
図
書
館
は
、
現
代
の
私
た
ち
と
過
去
を
つ
な

ぐ
知
識
の
社
交
場
で
も
あ
る
。
今
特
集
で
少
し

で
も
そ
れ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
だ
。

　
大
正
時
代
初
期
は
、
大
衆
文
化
が
お
お
い
に

花
開
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
ラ
ジ
オ
放
送
が
は

じ
ま
り
、
週
刊
誌
の
創
刊
が
全
盛
期
を
迎
え
、

１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
に
は
日
本
初
の
地
下

鉄
道
も
開
通
し
た
。
ま
た
、〝
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
〟
の
動
き
が
活
性
化
し
、
民
衆
一
人
一
人

が
自
己
の
確
立
を
意
識
し
始
め
た
転
機
で
も

あ
っ
た
。
で
は
、
そ
れ
ら
が
発
展
し
た
背
景
を

見
て
い
こ
う
。

▼
ラ
ジ
オ
放
送

　

海
外
で
は
す
で
に
選
挙
の
結
果
発
表
や
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
目
的
で
活
用
さ
れ
て
い
た

が
、
日
本
で
正
式
に
公
共
機
関
を
通
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
の
は
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
３

月
22
日
の
こ
と
だ
。
し
か
し
非
公
式
な
放
送
は
、

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
９
月
１
日
、
関
東
大

震
災
時
点
で
す
で
に
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
そ

の
内
容
は
デ
マ
ば
か
り
で
情
報
と
呼
べ
る
も
の

は
少
な
く
、
そ
れ
に
翻
弄
さ
れ
て
混
乱
が
起
き

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
だ
。
情
報
の

取
捨
選
択
が
求
め
ら
れ
る
点
は
、
現
代
社
会
と

同
じ
だ
ろ
う
。

▼
食
生
活

　
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
、
第
一
次
世
界
大

戦
を
皮
切
り
に
、
日
本
は
泥
沼
の
戦
争
期
へ
と

突
入
す
る
。
当
時
、
国
内
で
生
産
さ
れ
る
米
の

大
半
が
軍
用
米
に
回
さ
れ
た
た
め
、
国
民
へ
充

分
な
配
分
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
国
民
は
、
米
の
配
分
を
で
き
る
だ

け
国
内
に
回
す
よ
う
嘆
願
し
た
が
、
こ
れ
を
当

時
の
政
権
は
撥
ね
つ
け
た
。
そ
の
た
め
、
国
民

は
米
の
不
当
な
移
出
を
阻
止
す
べ
く
実
力
行
使

に
動
き
出
す
ほ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
結
果
、

い
わ
ゆ
る
米
騒
動
と
呼
ば
れ
る
暴
動
が
各
地
で

多
発
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
現
代
で
は
、
朝
食
に
パ
ン
を
食
べ
る
こ
と
が

定
着
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
習
慣
が
根
付
い

た
背
景
に
は
、
大
正
時
代
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、

ひ
い
て
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
。
軍
用
米
と
し
て
不
足
す
る
米
に
代
わ

り
、
台
頭
し
た
の
が
小
麦
だ
っ
た
。
稲
作
よ
り

小
麦
の
栽
培
が
簡
単
だ
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一

つ
だ
ろ
う
。

▼
交
通

　

日
本
で
初
め
て
鉄
道
が
走
っ
た
の
は
、

１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
。
そ
の
後
、
鉄
道
の

国
有
化
に
伴
い
、
大
正
時
代
を
代
表
す
る
国
産

蒸
気
機
関
車
〝
８
６
２
０
形
（
通
称
・
ハ
チ

ロ
ク
）〟
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
１
４

（
大
正
３
）
年
12
月
14
日
に
竣
工
さ
れ
た
東
京

駅
の
開
業
を
経
て
、
帝
都
の
玄
関
口
は
華
々

し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
く
。
そ
の
後
、「
日
本

の
地
下
鉄
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
早は

や
か
わ
の
り
つ
ぐ

川
徳
次
が
、

１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
に
東
京
地
下
鉄
道
株

式
会
社
を
設
立
し
、
上
野
～
浅
草
間
の
開
通
に

尽
力
し
た
。

▼
抒
情
画

　
今
で
い
う
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
先
駆
け

で
あ
り
、〝
少
女
〟
を
モ
チ
ー
フ
に
描
か
れ
る

絵
画
。
明
治
時
代
に
創
刊
さ
れ
た
少
女
雑
誌
を

発
端
と
し
、
女
性
の
自
由
や
個
性
を
重
視
す
る

流
れ
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
少
女
文
化
は
近
代

的
な
成
長
を
遂
げ
る
。
出
版
業
界
も
多
分
に
も

れ
ず
そ
の
波
を
受
け
、
新
た
に
女
性
向
け
の
刊

行
物
が
多
数
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
表
紙
を
飾
っ

た
の
が
抒
情
画
だ
。
多
感
な
時
期
を
生
き
る
少

女
の
精
神
面
を
描
く
芸
術
と
し
て
の
側
面
と
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
的
な
表
現
を
併
せ
も
つ
抒
情

画
は
、
当
時
の
少
女
た
ち
を
虜
に
し
た
。
主

な
画
家
に
、
大
正
ロ
マ
ン
を
代
表
す
る
絵
師
・

竹た
け
ひ
さ
ゆ
め
じ

久
夢
二
と
高た

か
ば
た
け
か
し
ょ
う

畠
華
宵
が
挙
げ
ら
れ
る
。

▼
百
貨
店
（
デ
パ
ー
ト
）

　
「
今
日
は
帝
劇
、
明
日
は
三
越
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
き
い
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う

か
？

　
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
に
、
三
越
が
「
デ

パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
宣
言
」
を
し
た
こ
と

で
、
日
本
初
の
デ
パ
ー
ト
が
誕
生
し
た
。
百
貨

店
は
い
ず
れ
も
呉
服
屋
か
ら
転
業
し
て
お
り
、

１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
に
は
白
木
屋
、
松
屋
、

高
島
屋
が
、
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
は
伊

勢
丹
が
転
身
し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
メ
イ
ク

は
も
ち
ろ
ん
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
日
用

品
の
販
売
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
設
置
な
ど
、
数

多
く
の
人
々
で
賑
わ
う
〝
東
京
の
新
名
所
〟
と

し
て
話
題
を
さ
ら
っ
た
。
行
け
ば
欲
し
い
も
の

は
何
で
も
揃
う
百
貨
店
は
、
庶
民
に
と
っ
て
あ

こ
が
れ
の
場
所
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

▼
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

　
大
正
ロ
マ
ン
ス
ポ
ッ
ト
と
も
言
え
る
浅
草
は
、

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
民
衆
娯
楽
が
も
っ

と
も
盛
ん
だ
っ
た
地
区
だ
。〝
浅
草
寺
〟や〝
仲

見
世
〟
を
筆
頭
に
、
見
世
物
小
屋
や
大
道
芸
で

賑
わ
う〝
浅
草
公
園
〟、日
本
最
古
の
遊
園
地〝
花

や
し
き
〟
な
ど
が
軒
を
連
ね
る
様
は
、
娯
楽
の

殿
堂
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
日
本
初
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

12
階
建
て
の〝
凌り

ょ
う
う
ん
か
く

雲
閣
〟も
目
玉
の
一
つ
だ
っ
た
。

❂

参
考
文
献

・『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
大
正
ク
ロ
ニ
ク
ル
』

（
世
界
文
化
社
、
２
０
１
２
年
、
所
蔵
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中
央
）

・『
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正
ロ
マ
ン
手
帖
』（
石
川
桂
子
／
編
、
河

出
書
房
新
社
、
２
０
０
９
年
、
所
蔵
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中
央
）
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記
録
を
記
憶
に
残
し
た
い
大
正
時
代
』

（
山
口
謠
司
／
編
著
、
徳
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書
房
、
２
０
１
７

年
、
所
蔵

：

東
中
野
）

・『
今
じ
ゃ
あ
り
え
な
い
‼
100
年
前
の
ビ
ッ
ク

リ
教
科
書
』（
福
田
智
弘
／
著
、
実
業
之
日
本

社
、
２
０
１
７
年
、
所
蔵

：

南
台
・
鷺
宮
）

・『
国
立
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会
図
書
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写
真
の
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明
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大
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※ 

本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。
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いなじまおと鬼
中野区にあるお守り

　新井薬師（梅照院）は、眼病の
治癒に効験があるとして、江戸時
代から信仰されてきた。
　目が疲れやすいなど、目のお悩
みには、お守りとして 「めめ馬」 
が効くかもしれない。この絵馬に
は、墨でくっきり左右対称の「め」
という文字が書かれている。

鬼
に
つ
い
て

鬼
が
出
て
く
る
創
作

遊
び
の
中
の

鬼

魔
除
け  

厄
除
け

　  

お

守
り

福
を
呼
び
込
む

　
　
　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

参
考
文
献

👹👹
『
鬼
と
も
の
の
け
の
文
化
史
』

　
　
（
笹
間
良
彦
／
著
、
遊
子
館
、

　
　
　
２
０
０
５
年
、所
蔵：本
町・鷺
宮
）

👹👹
『
日
本
「
鬼
」
総
覧
』

　
　
（
新
人
物
往
来
社
、
１
９
９
５
年
、

　
　
　
所
蔵
：
本
町
）

👹👹
『
伝
承
遊
び
考
３
』

　
　
（
加
古
里
子
／
著
、
小
峰
書
店
、

　
　
　
２
０
０
８
年
、所
蔵：中
央・鷺
宮
）

✡✡

『
疫
病
退
散
』

　
　
（
島
田
裕
巳
／
著
、
サ
イ
ゾ
ー
、

　
　
　
２
０
２
０
年
、
所
蔵
：
中
央
）

✡✡

『
日
本
の
お
守
り
』

　
　
（
畑
野
栄
三
／
監
修
、
池
田
書
店
、

　
　
　
２
０
１
１
年
、
所
蔵
：
中
央
）

✡✡

『
遺
跡
が
語
る
、
中
世
ま
じ
な
い

　
　
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
』

　
　
（
間
宮
正
光
／
著
、
土
屋
書
店
、

　
　
　
２
０
１
３
年
、
所
蔵
：
本
町
）

seebiblia P.4P.5 seebiblia 鬼とおまじない鬼とおまじない

　
科
学
技
術
が
発
展
し
て
い
な
い
昔
で
は
、
災

害
や
疫
病
な
ど
の
禍
が
起
き
た
時
、
そ
の
原
因

を
神
や
鬼
な
ど
の
超
自
然
的
な
も
の
の
力
に
よ

る
も
の
と
考
え
た
。
人
々
は
、
こ
の
神
仏
や
鬼
、

悪
霊
な
ど
に
畏
怖
の
念
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い

た
。
禍
が
起
き
た
と
き
は
、
神
を
正
し
く
祀
る

こ
と
な
ど
で
鎮
め
よ
う
と
し
た
。
あ
る
い
は
、

幸
福
を
求
め
て
神
に
願
い
を
託
し
た
。
こ
れ
ら

の
行
為
は
「
お
ま
じ
な
い
」
の
一
種
だ
。

　

人
々
は
お
守
り
や
護
符
を
身
に
付
け
た
り
、

季
節
の
行
事
や
祭
り
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

除
災
招
福
の
お
ま
じ
な
い
を
取
り
入
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
風
習
は
、
科
学
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
事
象
が
明
ら
か
に
な
っ
た
現
代
で
も
、
暮
ら

　
今
年
度
は
コ
ミ
ッ
ク
の
影
響
も
あ
り
、「
鬼
」

が
話
題
と
な
る
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。
鬼
と
聞

い
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
姿
形
が
思
い
浮
か
ぶ
だ

ろ
う
か
。
鬼
か
ら
何
が
連
想
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

角
が
生
え
、
鋭
い
牙
を
持
ち
、
虎
柄
の
腰
巻
を

し
て
、
金
棒
を
持
っ
た
い
か
つ
い
姿
。
怖
い
、

恐
ろ
し
い
、
諸
悪
の
根
源
、
人
な
ら
ぬ
力
を
備

え
た
存
在
。
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人

も
多
い
だ
ろ
う
。

　
鬼
の
姿
形
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
鬼
が
住

む
の
は
鬼
門
、
す
な
わ
ち
丑
寅
（
北
東
）
の
方

角
で
あ
る
た
め
、
牛
と
虎
の
特
徴
（
角
や
牙
）

を
持
つ
と
い
う
説
が
定
説
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

鬼
と
い
え
ば
赤
鬼
や
青
鬼
と
い
う
印
象
が
強
い
。

こ
れ
は
、
地
獄
の
業
火
に
燃
え
る
炎
か
ら
の
連

想
や
、
火
焔
で
体
が
焼
け
て
青
黒
く
な
る
様
子

か
ら
、
赤
と
青
が
鬼
の
色
の
代
表
で
あ
る
と
推

察
さ
れ
る
。

　
一
口
に
鬼
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は
さ
ま

ざ
ま
だ
。
妖
怪
の
一
種
、
地
獄
の
獄
卒
、
鬼
神

と
し
て
崇
め
ら
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
心
に
棲

ま
う
鬼
。
ま
た
、
古
代
日
本
で
は
、
朝
廷
に
与

し
な
い
勢
力
の
こ
と
も
鬼
と
呼
ん
だ
り
、
漂
着

し
た
異
国
人
を
鬼
と
見
立
て
た
り
し
て
い
た
記

述
も
残
っ
て
い
る
。

　
平
安
時
代
初
期
に
は
す
で
に
鬼
が
登
場
す
る

話
が
あ
っ
た
。
仏
教
説
話
集
の『
日
本
霊
異
記
』

に
は
、
鬼
と
な
っ
た
死
霊
を
退
治
す
る
話
な
ど
、

鬼
に
お
の
の
く
人
々
の
説
話
が
あ
る
。
そ
の
ほ

か
、『
伊
勢
物
語
』
や
『
今
昔
物
語
集
』、『
雨

月
物
語
』な
ど
、多
く
の
話
の
中
に
鬼
は
現
れ
る
。

　

ま
た
、
物
語
だ
け
で
は
な
い
。
平
安
時
代

末
期
以
降
か
ら
、
絵
画
の
な
か
に
も
鬼
は
登

場
す
る
。
邪
鬼
を
退
治
す
る
神
々
を
描
い
た

『
辟へ

き
じ
ゃ
え
ま
き

邪
絵
巻
』、
そ
の
ほ
か
、『
地
獄
草
紙
』『
百

鬼
夜
行
絵
巻
』
な
ど
、
数
々
の
鬼
が
描
か
れ
た
。

　
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
鬼
と
い
う
モ

チ
ー
フ
は
登
場
し
続
け
て
い
る
。
畏
怖
も
し
く

は
親
愛
の
感
情
と
共
に
、
鬼
は
語
り
継
が
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

❖
『
鬼
棲
む
と
こ
ろ
』

　
『
今
昔
物
語
』
な
ど
の
古
典
作
品
か
ら
、
鬼

に
ま
つ
わ
る
説
話
を
著
者
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

短
編
集
。
人
の
心
も
鬼
も
描
い
た
不
思
議
な
話

に
引
き
込
ま
れ
る
。

❖
『
妖
怪
萬
画
V
o
l
.
1
』

　
鬼
は
怖
く
と
も
、
日
本
の
妖
怪
画
は
陽
気
で

愛
嬌
が
あ
る
。「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
な
ど
、
15

本
の
絵
巻
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
鬼
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
人
は
少
な
い
だ
ろ

う
。
鬼
ご
っ
こ
や
か
く
れ
ん
ぼ
、
だ
る
ま
さ
ん

が
こ
ろ
ん
だ
…
…
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
の
中
に

も
鬼
は
い
る
。
こ
の
鬼
と
は
、
強
力
な
鬼
神
霊

魂
の
ひ
る
ま
な
さ
や
、
死
霊
に
追
わ
れ
る
恐
怖

感
な
ど
を
意
味
し
、
追
う
・
追
わ
れ
る
、
逃
げ

ぐ
、
呪
い
を
追
い
払
う
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
そ

う
だ
。
フ
ェ
ル
ト
で
暖
か
み
の
あ
る
モ
チ
ー
フ

が
可
愛
い
一
冊
。

　
　
　
　
　
　
✿　
✿　
✿

　
縁
起
を
担
い
だ
り
、
お
ま
じ
な
い
を
し
た
り

す
る
こ
と
は
、
戦
国
な
ど
の
混
乱
し
た
世
の
中

で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
科
学
や
医
療
の

発
展
と
と
も
に
解
明
さ
れ
た
事
柄
が
多
い
現
代

で
も
、
最
終
的
に
は
「
神
頼
み
」
す
る
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。
気
が
落
ち
込
む
よ
う
な
時
に
は
、

幸
運
を
招
く
お
ま
じ
な
い
を
取
り
入
れ
て
み
る

の
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
多
く
の
資
料
を
広
げ
、
世
界
に
さ
ま

ざ
ま
あ
る
お
ま
じ
な
い
や
伝
承
を
比
較
し
て
み

る
の
も
き
っ
と
面
白
い
。

る
・
捕
ら
え
る
と
い
う
遊
び
の
行
動
行
為
の
内

容
を
暗
喩
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
鬼
遊
び
」
は
、
昔
か
ら
多
く
の
地
域
で
親

し
ま
れ
て
い
る
。
鬼
ご
っ
こ
、
色
鬼
、
氷
鬼
、

高
鬼
な
ど
、
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
種
類
を
厳
密
に
数
え
よ
う
と
す
る
と
、

２
０
０
０
以
上
に
も
な
る
そ
う
だ
。

　
子
ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
通
し
て

創
造
力
や
社
会
性
、
体
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
。

心
身
と
も
に
成
長
す
る
た
め
に
も
、
た
ま
に
は

鬼
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
悪
く
な
い
。

❖
『
に
ほ
ん
の
あ
そ
び
の
教
科
書
』

（
に
ほ
ん
の
あ
そ
び
研
究
会
／
編
、
土
屋
書
店
、

　
２
０
１
３
年
、
所
蔵
：
上
高
田
）

　

懐
か
し
い
遊
び
を
「
外
あ
そ
び
」「
草
花
あ

そ
び
」「
室
内
あ
そ
び
」
に
分
け
て
紹
介
し
て

い
る
。豆
知
識
つ
き
で
、よ
り
遊
び
を
楽
し
め
る
。

し
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
魔
除
け
や
厄
除
け
は
、

科
学
的
に
見
れ
ば
根
拠
が
な
い
も
の
が
ほ
と
ん

ど
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
き
っ
と
良
い
方
向
に
進

む
と
期
待
す
る
こ
と
で
、
人
の
心
を
落
ち
着
か

せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
き
れ
な
い
。

❖
『
小
さ
な
幸
せ
が
み
つ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
の
お
ま
じ
な
い
』

　
今
も
暮
ら
し
の
中
に
息
づ
く
世
界
の
50
の
お

ま
じ
な
い
が
、
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
眺
め
る
だ
け
で
も
、
楽
し
く
幸
せ
な

気
分
に
な
れ
そ
う
だ
。

❖
『
か
わ
い
い
背
守
り
刺
繍
』

　
「
背
守
り
」
と
い
う
子
ど
も
を
守
る
お
ま
じ

な
い
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
背
守
り
は
江
戸
時

代
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
た
習
慣
で
、
わ
が
子
を
思

う
祈
り
の
手
仕
事
だ
。
背
中
に
縫
い
目
の
な
い

赤
ち
ゃ
ん
の
産
着
に
、
針
と
糸
で
魔
除
け
と
し

て
〝
目
〟
を
つ
け
る
の
だ
。
魂
が
背
中
か
ら
抜

け
な
い
た
め
、
ま
た
、
背
後
か
ら
忍
び
寄
る
魔

物
を
祓
う
た
め
の
お
ま
じ
な
い
だ
。

　

健
康
を
祈
る
「
麻
の
葉
」、
応
援
す
る
親
の

思
い
を
込
め
た
「
旗
」
な
ど
の
伝
承
柄
か
ら
、

ス
テ
ゴ
サ
ウ
ル
ス
の
よ
う
な
子
ど
も
が
好
き
そ

う
な
模
様
ま
で
、
75
の
図
案
と
縫
い
方
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
日
本
な
ら
で
は
の
風
習
で
は
あ

る
が
、
和
服
だ
け
で
な
く
、
洋
服
や
小
物
と
も

相
性
が
良
い
。

❖
『
フ
ェ
ル
ト
で
作
る
世
界
の

　
　
　
　
　
　
　
お
守
り
チ
ャ
ー
ム
』

　
縁
起
が
良
い
モ
チ
ー
フ
は
、
世
界
中
に
あ
る
。

た
と
え
ば
、
モ
ロ
ッ
コ
で
は
、
手
の
ひ
ら
に
目

が
つ
い
た
デ
ザ
イ
ン
の
「
フ
ァ
テ
ィ
マ
の
手
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
目
の
睨
み
で
災
い
を
防

※ 

本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。
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本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。



館長交代のお知らせ
4月1日付で、中央図書館長に鈴木正実（すずきまさみ）が着任いたします。
詳しくはシイビブリアVol.50にて紹介いたします。

seebiblia P.8お知らせ・４コマ漫画・次号予告・編集後記

鬼がでた！？

の巻
まき

No.048

※ 

本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。

美
容
パ
ッ
ク
中
の

　
　

は
ぴ
り
す
で
し
た
★

こ
わ
い
鬼
の

絵
本
を

見
て
し
ま
っ

た
っ
ぴ
…

ぴ
よ
ぽ
ん

寝
な
い
の
～
？

ね
、
寝
る
っ
ぴ
！

や
っ
ぱ
り

全
然
眠
れ

な
い
っ
ぴ
…

ギ
ャ
ー
ー
ッ
！！！

ち
ょ
っ
と

ち
ょ
っ
と

ぴ
よ
ぽ
ん

ぴ
よ
ぽ
ん

大
丈
夫

大
丈
夫
！？！？

数
十
分
後
…

お
に
…

お
に
…

　
で
た
…

　
で
た
…

vol.49　2021年 5月末日　発行予定
※予告の内容は変更になる場合があります

・図書館員が挑む
　 実践！ビブリオバトル

・ 地域開放型
　　　学校図書館

次号予告

展示期間：令和 3 年 3 月27日（土）～ 5 月27日（木）
展示場所：中央図書館　地下 1 階
　　　　・正面玄関前ガラスケース
　　　　 ・大型図書コーナー　・黒板展示コーナー

展示期間：令和 3 年 3 月27日（土）～ 7 月29日（木）
展示場所：中央図書館　地下 1 階
　　　　　エレベーター前ガラスケース

中野区連携展示

『「子どもの権利」いくつ知っていますか？』
　「子どもの権利」をテーマとして、関連資料を展示し
ます。

令和3年度 常設展示『日本の文豪』
文豪の肖像と共に、手稿の複製をはじめとする図書館資
料を展示します。
第18回は広

ひろつりゅうろう
津柳浪、檀

だ ん か ず お
一雄、宇

う の ち よ
野千代の特集です。

日時：令和 3 年 5 月23日（日）　（時間未定）
場所：広町みらい公園
対象や定員：乳幼児とその保護者　（定員未定）　
問合せ：南台図書館（03-3380-2661）

広町みらい公園連携事業『読み聞かせの会』
乳幼児向けのおはなし会を実施します。新型コロナウイルス
感染拡大状況によっては変更となる場合がございます。

「個性ある図書館」展示

生活に密着したテーマをもとに、各館で「個性ある（特色ある）図書」の展示を行っています。
より展示に親しんでいただけるよう、各回の展示ごとに

パスファインダー（情報を探すための手引書）をご用意しています。

個性づくり
各館年間テーマ

2月27日～ 4月29日
第58回展示内容

4月30日～ 6月24日
第59回展示内容

中央 ワークライフ支援
ネットリテラシーって

大切ラシーよ！
図書館で読みとく
テレワーク時代

本町 文化・芸能・芸術 芸術って素晴らしい！！ I LOVE BOOKS

野方 まちづくり・環境・エコロジー 地震に備える 都市と農業

南台 生活・福祉・介護 在職中の年金 動物のいる生活

鷺宮 子育て・教育
フリースクール＆オルタナ
ティブスクールとは？

知りたい！
“非認知能力”のこと

東中野 法務情報 働き方改革 借地借家法

江古田 健康・医療 ウイルス
～コロナ禍での生活～ アレルギー

上高田 趣味・スポーツ・生涯学習 アルコール
～その文化を知る～ おうちであそぼう




